
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1011 

令和５年度 美術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「美術２」 （光村図書） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

美術Ⅰで学んだ内容を発展させながら、抽象表現や日本美術など今までの授業で接する機会の少な

かった表現・技法に挑戦します。また美術系の進路を希望する生徒の皆さんに対応できるよう、デ

ッサンなど基礎訓練的な内容も取り上げていきます。表現として完成度の高い作品をめざします。 

 

２ 学習の到達目標 

美術の創造的な諸活動を通して，美的体験を豊かにし，生涯にわたり美術を愛好する心情を育てる

とともに，感性を高め，個性豊かな表現と鑑賞の能力を伸ばし，美術文化についての理解を深める。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

感性や想像力を働かせて、

自然、自己、社会などを深

く見つめ主題を生成し、創

造的な表現の構想を練って

いる。 

創造的な美術の表現をするた

めに必要な技能を身に付け、

主題に合った表現方法を工夫

し、創造的に表している。美

術作品などの表現の工夫や心

豊かな生き方の創造に関わる

美術の働き、美術文化などの

理解を深め、そのよさや美し

さを多様な視点から創造的に

味わっている。 

美術の創造活動の喜びを味わ

い、多様な表現方法や美術文

化に関心をもち、主体的に個

性豊かな表現や鑑賞の創造活

動に取り組もうとする。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一
学
期 

教

科

書

の

鑑

賞 

教科書の年表を見ながら

西洋の絵画の歴史を知

る。また、教科書の中で一

番気に入った作品を絵具

を使用し模写する。また、

自分の作品、友人の作品

を鑑賞し感想文を書く。 

 

a:作品の固有な技法を教科書か

ら読み取り写し取る。 

b:絵具の混色を学ぶ。自分だけの

色を作る。 

c:友人の作品を鑑賞できたか。自

分の作品を鑑賞できたか。作品の

良さを味わい、感想をかけたか。 

題材の

固有の

技法を

感じ、制

作でき

たか。 

作品固

有の色

を再現

するた

めに混

色でき

たか 

取り組む

態度。 

作品の感

想文。 



 

※令和４年度以降入学生用 

風
景
画 

教室から出、校舎内の風景を

描く。木を中心とした絵に仕

上げる。技法は印象派を引用

する。遠近法にも意識を向け

る。 

a:印象派の歴史を知る 

b:補色を下地に塗り、より印象派

の点々とした描き方が目立つよ

うにする。 

c:友人と自分の絵を鑑賞する。ま

た作品の良さを味わい感想を書

く。 

印 象 派

について

知識を得

たか。書

き方を学

ぶことが

で き た

か。 

補色を活

か せ た

か。遠近

法を使い

こなせて

いるか。 

制作態度。

友人の作品

の鑑賞。作

品 の 感 想

文。 

二
学
期 

張
り
子
で
招
き
猫 

日本古くから伝わる張り子の

技術を学ぶ。招き猫の役割を

学ぶ。土粘土の性質をしる。

完成した張り子にはアクリル

絵の具で着色する。 

a:張り子の歴史を知る。土粘土の

性質を知る。 

b:粘土で猫を作る。紙の中の粘土

を取り出し張り子を完成させる。

着色する 

c:友人の作品、自分の作品を鑑賞

する。感想を伝え合う。書く。 

張り子、

土 粘 土

について

し る こ と

ができた

か。 

張り子を

完 成 さ

せ、着色

もできた

か。 

作品につい

て自分の感

想を述べる

ことができた

か。感想文

をかけたか 

デ
ッ
サ
ン 

３点程度の素材感や形態の

違うモチーフを構成し、鉛筆

を使ってデッサンする。 

a: モチーフを良く観察して、素

材や空間を描き分け表現するこ

とに関心を持ち、主体的に取り組

もうとしている。 

b: 光の諧調の描き分けや形の取

り方、空間の表現方法を身に付

け、目の前のモチーフを創造的に

描きだそうとしている。 

c:友人の作品、自分の作品を鑑賞

する。よいところ、直したほうが

いいところを言い合う。 

素 材 の

配 置 の

仕方を工

夫する。 

素材によ

って書き

方を変え

ようとして

いるか。 

光の書き

方、影の

書き方を

かき分け

ようとして

いるか。 

作品につい

て、友人と

改善点を言

い合う 。感

想 文 を か

く。 

活 動 の 様

子。 

取り組む姿

勢。 

三
学
期 

コ
ラ
ー
ジ
ュ 

『構成美の要素』を説明する。 

教科書に掲載されている作品

の写真を使ってフォト・コラー

ジュする。 

コラージュする時は、『構成美

の要素』の中からいくつかの

要素を選んで写真を構成す

る。 

a: 興味を引かれた写真を集め、

それらからイメージを膨らませ

て主題を生成し、創造的な表現世

界を構築する。 

b: :コラージュに使用する写真を

選ぶ中で、またはそれらをコラー

ジュする際に『構成美の要素』を

活用することで、より画面構成と

作品鑑賞を深めることができて

いる。 

c:友人の作品と自分の作品を鑑

賞する。 

  活動の様子 

取り組む姿

勢 

友人の作品

をか 

 

     

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


